
　

充電油圧プレス

取扱説明書

BP−8.5T

安全に能率良くお使いいただくために、ご使用前に必ず
この取扱説明書を最後までよくお読みください。
なお、この取扱説明書はお使いになる方がいつでも見ら
れる所に必ず  保管  してください。

お願い



目次・用語説明
このたび、充電油圧プレス（ＢＰ－8.5T）をお買い求めいただきまして誠にあ
りがとうございます。
 ●ご使用の際には、取扱説明書を熟読され、誤りがないようにご愛用ください。

用語説明
本文中において、次のように用語を略しております。
・工具………………充電油圧プレス（ＢＰ－8.5T）一式をいう。
・ダイスセット……対となるダイスをセットしたものをいう。
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１

図記号について
この取扱説明書および製品への表示では、注意事項や参照項目などを一目で理解し
ていただけるよう図記号を使用しています。
これらの記号の意味を十分理解して、より安全な作業ができるようこの取扱説明書
および製品の表示をご活用ください。

【危険に対する図記号】
危険に対する図記号は、警告と注意と危険度に応じて使い分けています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が
死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示し
ています。

！ 警告

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が
傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害の
発生が想定される内容を示しています。

！ 注意



２

安全上のご注意（警告）
 ● ご使用の前に、この『安全上のご注意』をすべてよくお読みのうえ、指示にし
たがって正しく使用してください。

 ● お読みになった後は、お使いになる方かいつでも見られる所に必ず保管してく
ださい。

！ 警告
 ● 　指定用途以外には使わない!!
　　本取扱説明書に指定された用途以外にはお使いにならないでください。
　　【守らないと】
　　　　傷害・ケガを招く恐れがあります。
 ● 　正しい取扱いで安全作業!!
本取扱説明書に従い、正しい取扱いで安全に作業してください。正し
い取扱いを十分知っていない人、正しい操作ができない人には絶対に
使わせないでください。

　　【守らないと】
　　　　傷害・ケガを招く恐れがあります。
 ● 　オプション品に記載の充電器と電池パックを使用!!
　　他の充電器で電池パックを充電しないでください。
　　【守らないと】
　　　　破裂して傷害や損傷を招く恐れがあります。
 ● 　正しく充電する!!
◎　充電器は定格表示してあるＡＣ１００Ｖ電源を使用してください。
　　直流電源やエンジン発電機では使用しないでください。
◎　外気温度０℃未満、あるいは４０℃以上では電池パックを充電しな
いでください。

◎　電池パックは、換気の良い場所で充電してください。
　　電池パックや充電器は充電中、布などで覆わないでください。

　　【以上守らないと】
　　　　破裂や発熱し火災を招く恐れがあります。
　　　　充電器を使用しない場合はプラグを抜いてください。
　　【守らないと】
　　　　火災を招く恐れがあります。
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安全上のご注意（警告）

！ 警告
 ● 　電池パックの端子間を短絡させない!!
工具箱などへ電池パックの端子部が露出したままで入れないでくださ
い。

　　【守らないと】
　　　　短絡して発煙、発火、破裂を招く恐れがあります。
 ● 　ぬれた手で充電器のプラグに触れない!!
ぬれた手で充電器のプラグに触れないでください。

　　【守らないと】
　　　　感電による死亡事故などを招く危険があります。
 ● 　湿気は禁物、感電事故のもと!!
湿気は感電事故のもとになります。雨中、湿った場所、ぬれた場所な
どで充電器を使用しないでください。

　　【守らないと】
　　　　感電による死亡事故などを招く危険があります。
 ● 　爆発・引火に注意!!
工具は使用中に整流火花を発します。ラッカー、ベンジン、シンナー、
ガソリン、ガス、接着剤など引火または爆発の恐れがある場所では絶
対に使用しないでください。また、可燃性の液体やガスのある所では
充電しないでください。

　　【守らないと】
　　　　火花によって引火・爆発を招く危険があります。
 ● 　不用意にスイッチに指をかけない!!
工具を持ち運ぶ場合は、不用意にスイッチに指をかけないでください。

　　【守らないと】
電池パックが取り付いている場合スイッチに指をかけますと、不
意にモータが作動し、重大な傷害・ケガを招く危険があります。

 ● 　作業関係者以外は近づけないで!!
特にお子様は危険ですので、作業場所を確認して作業を始めてくださ
い。

　　【守らないと】
重大な傷害事故を招く恐れがあります。
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安全上のご注意（警告）

！ 警告
 ● 　異常が起きたら直ちに運転を中止!!
運転中、工具の調子が悪かったり、異常に気が付いた場合には直ちに
運転を止め、お求めの販売店またはコンセック各営業所へ点検・修理
に出してください。

　　【守らないと】
　　　　工具が破損し、事故、傷害･ケガを招く恐れがあります。
 ● 　正規の部品を正規の位置に!!
交換部品、付属品は正規の部品を正規の位置へ確実に取り付けてくだ
さい。締め付け不足や指定工具以外での締め過ぎの無いようにしてく
ださい。また、取り付けてあるカバー類やネジ類などは取りはずさな
いでください。それぞれ大事な役目を果たしております。

　　【守らないと】
　　　　工具が破損し、事故、傷害・ケガを招く恐れがあります。
 ● 　無断で改造しない!!
無断で改造しないでください。工具の各部品はそれぞれ大事な役目を
果たせるよう、その強度、機構などを十分配慮して製作してあります
ので、無断で改造しないでください。

　　【守らないと】
　　　　工具が破損し、事故、傷害・ケガを招く恐れがあります。
 ● 　電池パックは燃やさない!!
電池パックを火中に投入したり、燃やさないでください。

　　【守らないと】
破裂したり有害物質が発生し重大な傷害事故を招く恐れがありま
す。

 ● 　電池の液が漏れたときは、素手で液を触らない!!
液漏れした電池パックは、使用を中止し、火に近づけないようにして
下さい。

　　【守らないと】
皮膚の炎症やケガを招く恐れがあります。
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安全上のご注意（注意）

！ 注意
 ● 　運転前に再点検!!
付属品・部品を取り付けたときや点検したときに使用した工具類のは
ずし忘れがないか、毎回運転前に点検してください。

　　【守らないと】
工具が破損または工具類が飛散し思わぬ事故、ケガを招く恐れが
あります。

  ● 　コードの取扱は慎重に!!
コードをつかんで充電器を運んだり、コードを引っ張ってコンセント
から引き抜かないでください。また、コードにキズをつけないように
注意してください。

　　【守らないと】
コードを傷め断線・ショートの原因となり、感電・火災事故を招
く恐れがあります。

● 　整理・整とんは安全の基本!!
作業場所は、常に整理整とんを心がけてください。整理整とんは安全
の第一歩です。

　　【守らないと】
　　　　事故・ケガを招く恐れがあります。
 ● 　高所作業中は下に注意!!
高所作業中のときは下に人がいないかをよく確かめてください。

　　【守らないと】
工具を落としたとき事故・ケガを招く恐れがあります。

 ● 　無理な作業は事故のもと!!
工具はその能力をこえた過酷な作業をさせないでください。

　　【守らないと】
工具の故障・損傷・傷害・けがを招く恐れがあります。

 ● 　安定した姿勢で安全作業!!
無理な姿勢での作業はしないでください。常に足場に注意して安定し
た姿勢で作業をしてください。また、高所などの作業場では安全帯を
着用してください。

　　【守らないと】
事故・ケガを招く恐れがあります。
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安全上のご注意（注意）

！ 注意
 ● 　正しい服装で!!
作業に適さないネクタイ、そで口が開いたものなどは身につけないで
ください。
安全のため、保護帽・安全靴を着用してください。
また、手袋等は着用しないでください。

　　【守らないと】
工具に巻き込まれたりして、傷害・ケガを招く恐れがあります。

 ● 　保管には十分な配慮を!!
工具は、お子様の手の届かない乾燥した場所に保管してください。軒
先など雨のかかるところなどには置かないでください。

　　【守らないと】
お子様がおもちゃにして、ケガ・傷害の恐れがあります。また、
電気絶縁が低下し感電事故を招く恐れがあります。また、工具に
サビが発生しやすくなります。

 ● 　保守・点検を!!
常に安全に能率よくご使用いただくため保守･点検をしてください。
さらに製品の手入れに心掛けて清潔に保ってください。特に、モータ
ケース、スイッチなどはキズが付かないようにし、ほこり、水や油な
どによって劣化しないように布で拭き取ってください。

　　【守らないと】
工具の故障・損傷、事故・ケガを招く恐れがあります。《保守・点
検》(P１6参照）

 ● 　製品は大切に扱って!!
落としたり、ぶつけたりしますと、外枠などが変形したり亀裂が生じ
るなどの損傷をきたし、工具が故障する場合がありますので十分注意
してください。

 ● 　修理は弊社へ!!
点検・修理は、お求めの販売店またはコンセック各営業所にお申しつ
けください。また部品を交換する場合は、必ず指定された純正部品を
お使いください。
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ご使用上のご注意（警告）

！ 警告
 ● 　カラ押し禁止!!
ダイヤモンドワイヤーを接合しないときはスイッチを入れないでくだ
さい。試運転のため止む得ず行う場合は、出来るだけ圧力規制弁の働
く回数（２回まで）を少なくしてください。

　　【守らないと】
工具に必要以上の大荷重がかかり、工具の寿命を短くし、破損し
てケガに結びつく恐れがあります。

 ● 　乱暴な扱いをしない!!
投げたり、落としたり手荒く取り扱わないでください。

　　【守らないと】
工具がキズついたり破損の恐れがあり、またそれによりケガの発
生する恐れがあります。

 ● 　屋外使用に合った延長コードを!!
屋外で充電する場合、キャブタイヤコードまたはキャブタイヤケーブ
ルの延長コードを使用してください。なお、延長コードを使用する場
合は、定期的に点検し損傷している場合は使用しないでください。

　　【守らないと】
感電による死亡事故や発熱して火災事故を招く恐れがあります。

 ● 　オイルの扱いには十分注意のこと!!
《オイルの補充・交換》（P１7）の警告・注意に基づき取り扱ってくださ
い。

お願い
 ● 製品に貼ってある警告ラベルを汚したり、はがさないでください。
 ●取扱説明書を紛失したり、警告ラベルの表示が読みにくくなったり、
はがれた場合は、お求めの販売店またはコンセック各営業所に連
絡して再度入手してください。
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仕様・標準付属品

用途

※（ご注意）改良のためお断りなく仕様変更することがありますのでご了承ください。

◎仕様
○本体工具部

●モ ー タ 電 圧：ＤＣ１４.４V
●公 称 出 力：８４ｋＮ
●オ イ ル 量：約100㎖
●工具の大きさ：長さ330㎜×高さ２３０㎜×幅75㎜
●質 　 　 　 量：約４.1kg（電池パック、ダイスセットを除く）※

◎標準付属品
●取扱説明書　　×１

◎オプション品（別売）
●電池パック（Panasonic）
型式一覧：ＥＺ９Ｌ４８（５．０Ａｈ）、ＥＺ９Ｌ４５（４．２Ａｈ）、ＥＺ９Ｌ４４（３．３Ａｈ）、
　　　　　ＥＺ９Ｌ４１（３．１Ａｈ）、ＥＺ９Ｌ４６（３．０Ａｈ）、ＥＺ９Ｌ４０（３．０Ａｈ）、
　　　　　ＥＺ９Ｌ４７（２．０Ａｈ）、ＥＺ９Ｌ４２（１．５Ａｈ）※

　　※全ての電池パックが使用できます。
●充電器（Panasonic）
型式：ＥＺ０Ｌ８１

●ダイスセット
●キャリングケース  ＢＰ
●補充オイル

ダイヤモンドワイヤーのスリーブ接合



充電

ランプ表示部 詳細

高温異常
３０分以上放熱させてください。

電池残量がなくなります。

９

各部の名称
◎本体部

品番
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪

名称
ダイスセット（オプション品）
ピストン
ヘッド
ポンプ本体
給油プラグ
モータ
リリースレバー
スイッチ
オイルタンク
ランプ表示部
電池パック（オプション品）

※オプション品を取付けた状態で
説明しています。

①

⑧
⑨
⑩

⑪

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦



１０

品番
①
②
③
④
⑤

名称
フック
位置合せマーク
風穴
端子部
パックカバー

⑤

①
②

③

④

各部の名称

◎電池パック（オプション品）

◎充電器：ＥＺ０Ｌ８１（オプション品）

品番
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

名称
充電器本体
電池パック装着部
位置合わせマーク
電源ランプ
充電状態ランプ
電源コード
電源プラグ

2

６

３
１

７

４

５
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充電のしかた

！ 注意

！ 警告

● 　電源はＡＣ１００Ｖで!!
必ずＡＣ１００Ｖの電源でご使用ください。

 ● 　電源コンセントの点検!!
電源プラグを差し込んだとき、ガタガタしたり、すぐ抜けるよう
でしたら修理が必要です。

●  充電器は０～４０℃の場所に設置し、充電する場所の温度に近い電池パック
（充電する場所との温度差が１５℃以内）を充電してください。

●  電池パックの温度が０℃以下または充電する場所との温度差が大きい場合
は、十分に充電できていない場合があります。その場所で１時間以上放置
してから充電してください。

充電器の電源プラグを電源に差し込む前に、次の事柄を確認してくだい。
充電のしかた（1）

充電のしかた（2） 充電のしかた（3）

 ● 　ぬれた手は、厳禁!!
　　【守らないと】

感電事故を招く恐れがあります。

 ● お買い上げ時はフル充電されておりません。
　ご使用前に必ず充電してください。

１.コンセントに電源プラグを差し込む
　→電源ランプが点灯します。

※実用充電とフル充電について
実用充電
フル充電の約80％以上の充電が完了した状態。
急速に充電します。充電時間は約38分です。
フル充電
実用充電完了の後も、充電を続けると電流を下
げて電池の能力一杯までゆっくりと充電します。
充電時間は約54分です。

●充電時間は目安です。周囲の温度や電池パック
　の状態により異なります。

■充電時間（オプション品：ＥＺ９Ｌ４５）

位置合わせマーク

－お願い－
●電池パックを2パック連続で充電したときは充電を約30分休止し、
　充電器の温度が下がってから充電してください。
●電池パックを差し込んだ直後にファンの送風音がしなければ、充
　 電器の故障が考えられます。ただちに修理をご依頼ください。

2.電池パックを充電器に装着する
　装着の手順は、
　①充電器と電池パックの位置合わせマークを
　　合わせて差し込む
　②底に当たったら矢印の
　　方向に引く

　　

　　→充電状態ランプが
　　　　　　点灯します

3.充電完了後は充電器から電池パックをはずし、電
　源プラグをコンセントから抜いて下さい。

充電時間
実用充電

14.4V 充電時間

約38分

約54分フル充電

※充電時間は、電池パックＥＺ９Ｌ４５と充電器ＥＺ０Ｌ８１の組み合わせで説明しています。



１２

充電器のランプ表示について

位置合わせマーク

電池プラグ

電源ランプ

充電状態ランプ
充電中のみグリーン（上側）か
オレンジ（下側）を表示電池パック装着部

点灯

グリーン オレンジ
充電状態ランプ

充　電　状　態

充電中
実用充電完了
フル充電完了

保護待機中

電池パックの温度が高いとき（59以上）
または低い（-10以下）
→電池パック保護のため、充電はおこないません。
→温度が高いとき：電池パックを冷却後、充電します。
→温度が低いとき：電池パックの温度が上がった後に、
　充電します。
（充電器が0～40℃の場所に設置されていることを
　確認してください。）

電池パックの温度が低いとき（-10～0℃）
→電流を下げて電池パックにやさしく充電します。
（0℃以下で充電するとフル充電完了しても通常の
　50％程度の充電となります。）
電池パックの故障
→別の電池パックに交換してください。

遅い点滅 速い点滅 消灯

充電器の電源プラグをＡＣ１００Ｖ電源に差し込むと充電器のランプが点灯・点滅します。
　ランプの点灯・点滅は、電池パックの充電中の状態をお知らせします。

◎ランプ表示の状態



１３

操作方法
当取扱説明書では、操作方法のみを説明しています。
ダイヤモンドワイヤーおよびスリーブの取扱説明書を良く読み、指示に従って正し
く使用してください。

《操作する前に》

１．作業環境の整備・確認
作業をする場所が警告･注意事項に抵触しない適切な状態であることを確認し
てください。
◎【安全上のご注意】（P2～P6）
　【ご使用上のご注意】（P7）

もし、不備な点がありましたら適切な状態にした上で作業をしてください。

２．工具を暖めて
気温が低い（一５℃以下）場合は、作業開始時にピストンの動きが鈍くなりが
ちですので、ご使用前に予め暖かい部屋などに置いて工具の温度を１０℃以上に
暖めてからご使用ください。

《操作方法》〔9P《各部の名称》参照〕

１．ダイスセットの取付け
 ●ピストンを戻した状態でダイスをピストンに差し込
んでください。

 ●ヘッドにダイスを確実に差し込んで固定してくださ
い。

２．電池パックの装着
 ●モータにフル充電された電池パックを装着します。



１４

操作方法

！

警告

３．接合
 ●ポーンと音が発生するまでスイッチを引きます。音が発生すれば作業完了です。
　スイッチを引き続けてもポーンと音が発生しない場合は、原因の１つとして
充電不足が考えられますので充電を行ってください。
　[《充電のしかた》Ｐ１１参照]
　（オイルタンクの底の穴をふさぐと確認音が小さくなるので注意してください。）

４．ピストンの戻し
 ●モータケースに組み付いているリリースレバーを指で押すとダイスが元の位
置に戻ります。

 ●その後の作業は、ダイヤモンドワイヤーおよびスリーブの取扱説明書を良く
読み、正しく使用してください。

「ポーン」音は２回まで!!
「ポーン」音はポンプが規定の圧力まで達したこと（圧
力規制弁が作動した）を示しています。
２回より多く繰り返しても圧縮効果は変わらないばかり
か、工具に不必要な荷重がかかります。
　　【守らないと】

工具の寿命を短くし、破損に結びつく恐れがあ
ります。



１５

作業終了後に

！

警告 ぬれた手は厳禁!!

　　【守らないと】

　　　　感電事故を招く恐れがあります。

作業終了後は、次の要領にしたがって保管してください。
１．充電器のプラグを抜いて!!

２．清掃をする!!
泥・水分・ホコリなどを拭き取ってください。
モータケースや充電器は、合成樹脂製ですので、ガソリン、シンナー、石油、灯油
類を付着させると表面を傷めます。清掃の場合は、乾いた布か石けん水をつけた布
などで拭いてください。金属部分（ポンプ本体など）は潤滑油を含ませた布で拭い
ていただけますとサビの防止に効果的です。

３．保管は適切な場所で!!
使用しない工具や付属品の保管場所として、下記のような場所は避け、安全で乾燥
した場所に保管してください。

 ●軒先など雨がかかったり、湿気のある場所
 ●温度が急変する場所
 ●直射日光の当たる場所
 ●引火や爆発の恐れがある揮発性物質の置いてある場所
 ●お子様の手が届いたり、簡単に持ち出せる場所



１６

保守・点検

！

警告 点検・手入れの際は、必ず電池パックを抜いてください!!
　　【守らないと】

思わぬときにモータが作動し、傷害・ケガの危
険があります。

！

警告 点検・手入れの際は、必ず電池パックを抜いてください!!
　　【守らないと】

思わぬときにモータが作動し、傷害・ケガの危
険があります。

安全にご使用いただくために、保守・点検を必ず行ってください。

１．オイルのにじみがないかどうか…………毎回作業前
ポンプ各部からオイルがにじんでいないかどうか確認してください。にじみがある
場合は付着しているオイルを布で拭いてください。それでもにじみが発生する場合
は修理が必要です。お求めの販売店またはコンセック各営業所までご連絡ください。

２．各部品に異常がないかどうか……………毎回作業前
工具の各部に割れが発生してないか、ダイスにキズ、打痕、ダレなどがないかその
他異常が認められないか確認してください。異常があった場合は使用を止めお求め
の販売店またはコンセック各営業所まで点検・修理にお出しください。

３．各部品・ねじが確実かどうかの点検……毎回作業前
各部品やねじ類が確実についているか、緩んでいないかどうか点検してください。
緩んでいるところがありましたら締め直してください。そのままお使いになります
と、工具の破損につながるばかりか、ケガの恐れがあります。



１７

オイルの補充・交換

！

警告
オイルを扱う時は、火気厳禁!!
くわえタバコは絶対にしないでください。
《オイル取扱い上の注意》をよく読んでください。
　　【守らないと】
　　　　ケガややけどの恐れがあります。

オイルが不足したり汚れたりすると故障の原因となります。
オイルは一定期間　２４ヶ月毎　に交換をおすすめします。 

《用意するもの》
（1）六角レンチ「呼び６」
（2）オイル　　　約１００㎖
（3）油差し
（4）布きれ、またはウエス
（5）油受け容器
（6）部品受け皿

１個
１個
１個
少々
１個
１個

※補充・交換は指定オイルをご使用ください。
　お求めの販売店またはコンセック各営業所にお問い合わせください。

《方法》
オイルの補充・交換は注油ロについている給油プラグを取りはずしてください。
給油プラグは反時計（左）方向に回すとはずれます。（六角レンチ［６mm］を使用）

《オイルの補充》
 ● 注油ロが上になるようにして、油差しに入れたオイルを注油口からあふれるくら
いまで補給してください。
　補充後、給油プラグを強く締め付けてください。

ポンプ本体

オイルタンク

給油プラグ

スイッチ

底穴

１．給油プラグを回す
給油プラグ

２．オイルの補充 油差し



１８

オイルの補充・交換
《オイルの交換》
１．注油口が下になるように逆さにして、オイルを油受け容器に抜いてください。

その際、オイルタンクの底穴を矢印（↑）方向に指で軽く押したり、離したり
するとポンプ本体の中のオイルが抜けやすくなります。

２．エアーが残ってますと圧縮（圧着）完了時の「ポーン」音が発生せず、圧力不良
や作動不良を生じますので、注油ロからあふれるくらいまでいっぱいに注油し
てください。

３．給油プラグを締めスイッチを引きながらオイルタンクの底を指で押し続け、加
圧動作途中でスイッチを切り、リリースレバーを押し、ピストンを元の位置ま
で戻します。ピストンが元の位置に戻っていることを確認し、注油口を再度あ
けてオイルを補充してください。

　　さらに１・２の動作を２～３回繰り返してください。

！

注意

《オイルの取扱い上の注意》
オイルを取り扱う場合は、下記の注意事項を守ってください。

《廃油処置方法》
 ●処置方法は法令で義務づけられています。
 ●法令に従い適正に処理してください。

 ● オイルの補充・交換する際エアーや気泡の混入がない
ようにしてください!!
　　【守らないと】

「ポーン」音が発生せず圧力不足や作動不良を
招きます。

 ● 異種のオイルとは混ぜないでください。
　　【守らないと】

化学変化を起こし性能を損なう原因になります。

！

注意

 ● 目に入ると炎症を起こすことがあります!!
取り扱う際は保護メガネを使用するなど目に入らない
ようにしてください。
　　【応急処置】

目に入った場合は、清浄な水で約１５分間洗浄し、
医師の診断を受けてください

 ● 皮膚に触れると炎症を起こす場合があります!!
取り扱う際は保護手袋を使用するなど皮膚にふれない
ようにしてください。
　　【応急処置】

皮膚に触れた場合は、水と石けんで十分に洗っ
てください。

 ● 飲み込みますと下痢、おう吐します!!
　　【応急処置】

飲み込んだ場合は、無理に吐かせずに、直ちに
医師の診断を受けてください。

 ● 子どもの手の届かない場所に保管して!!
特にお子様は危険ですので、お子様の目に付かない、
手の届かない場所に保管してください。



１９

電池パックの寿命
◎電池パックには寿命があります。

 ● フル充電しても初期の半分程度の作業しかできないときは、電池パックの寿命
です。新しい電池パックをお買い求めください。

《リチウムイオン電池について》
 ※ リチウムイオン電池は過放電状態になる（カラまで使う）と電池の寿命が大幅
に劣化します。
　過放電防止のため、電池を保護する機能を搭載しております。
 ● 高負荷作業を連続で行なった場合など、電池パックが高温になると電池パック
内に搭載している温度監視センサーにより保護機能が働き動作が停止し、高温
異常ランプが点滅します。（ランプ表示部）
   保護機能が働いた場合、十分に放熱させてください（約30分以上）。
 ●    電池残量がなくなると充電ランプが点滅します。（ランプ表示部）
　充電ランプが点滅したときは、すぐに充電してください。
◎使用済み電池パックの回収

 ● 使用済みの電池パックは、捨てないでお買い求めの販売店またはコンセック各
営業所に短絡防止のため端子部にキャップや絶縁テープを巻いてお渡しくださ
い。

◎お願い
　美しい環境と貴重な資源を守るために、ご協力お願いします。



２０

故障かな？と思ったとき
修理を依頼される前に下記の点検をお願いします。

※処置をしても直らない場合、または、他の症状がある場合は、お求めの販売店ま
　たはコンセック各営業所へ修理依頼をお願いいたします。

症　　　状

電池パックと本体の端子に
ゴミなどが付着している

ウエス、エアーブローなどで
ゴミなどを取り除く

連続作業を行っている 休止時間を設けて作業を行う

オイルが不足している

ポンプ内に
空気が溜っ
ている

重要
１．リリースレバーを押した状態でスイッチ
　を引き空運転を行う操作を数回繰り返す
２．タンクカバーの底穴に指を入れてゴム
　タンクを押し上げながらスイッチを引
　き空運転を行う操作を数回繰り返す
３．正常な状態に戻ったならば専用オイル
　を補充してください
　〔《オイルの補充・交換》P17参照〕

専用オイルを補充してくださ
い〔《オイルの補充・交換》P17
参照〕

給油プラグをはずして点検
オイルが黒くなっている

毎日ご使用の場合、２４ヶ月毎
にオイルを交換〔《オイルの補
充・交換》P17参照〕

電池パックが充電されてい
ない

充電してくださいスイッチを引いても作
動しない

モータは作動するが
ピストンが前進しない

モータが熱をもつ

「ポーン」音が発生しな
い

オイルの汚れ

考えられる原因 処　　　　　置

本
　
　
体
　
　
部



２１

故障かな？と思ったとき
圧力が上がらない、確認音がしない場合の処理方法
急に圧力が上がらない、「ポーン」と確認音がしなくなった場合は、オイルに気泡が
発生したのが原因してポンプが正常に機能しなくなったと考えられます。このよう
なときは次の処理方法を行ってください。

 ● 処理方法A
１．工具のヘッド部を上向きにしてオイ
ルタンクの底穴を指で押しながらス
イッチを何回か入･切させ、気泡をオ
イルタンクに戻す。（オイルタンク
は指で押してください）。

２．正常な状態に戻ったならば専用オイルを
補充してください。〔《オイルの補充・交
換》Ｐ１７参照〕

 ● 処理方法Ｂ
１．工具のヘッド部を上向きにして吐出プラグ
を六角レンチ［4mm］を使用してはずしま
す。

２．工具のヘッド部を上向きにした状態でス
イッチを軽く３～４回入・切させるとネジ穴
からオイルと一緒にエアー（気泡）が排出
されます。

３．ネジ穴が吐出されたオイルでいっぱいに
なったら吐出プラグを取り付け六角レンチ
［4mm］で締め付けます。

４．工具を水平にして給油プラグを六角レンチ
［6mm］ではずし、油差しで専用オイルを
補充します。〔《オイルの補充・交換》Ｐ１７
参照〕

　　補充するときオイルタンクの底穴を指で軽
くたたくようにして振動を与えるとエアー
（気泡）が抜けやすくなります。

　　油の噴きこぼれに注意して下さい。

※処理方法Ａを実施しても直らない場合は、処理方法Ｂを行ってください。

↑ヘッドを上向きにする

押す

吐出プラグ
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